
〇
(12) 特許協力条約に基づいて公開 された国際出願

77
21 (19) 世界知的所有権機関 、：

(10) 国際公開番号
(43) 国際公開 曰

2013 年 6 月 13 日（13.06.2013) W O 2013/084768 A 1
W 画P O P C T

(51) 国際特許分類： 〒 5300041 大 阪府 大 阪市 北 区天 神橋 2 丁 目北 2
G06F 3/048 (2013.01) G06F 13/00 (2006.01) 番 6 号 大和南森町 ビル Osaka (JP).

(21) 国際 出願番号 ： PCT/JP20 12/080742 (81) 指定 国 （表示 の な い限 り、全 ての種 類の 国 内保
護 が 可 肯 ) : AE, AG, AL, AM, AO, AT, AU, AZ, BA,

(22) 国際 出願 日： 2012 年 11 月 28 曰（28. 11.2012)
BB, BG, BH, BN, BR, BW, BY, BZ, CA, CH, CL, CN,

(25) 国際 出願の言語 ： 日本語 CO, CR, CU, CZ, DE, DK, DM, DO, DZ, EC, EE, EG, ES,
FI, GB, GD, GE, GH, GM, GT, HN, HR, HU, ID, IL, IN,

(26) 国際公開の言語 ： 日本語 IS, KE, KG, KM, KN, KP, KR, KZ, LA, LC, LK, LR, LS,

(30) 優先権 丁一 タ： LT, LU, LY, MA, MD, ME, MG, MK, MN, MW, MX,

寺願 201 1-269392 201 1年 12 月 8 曰(Ό8. 12.201 1) JP MY, ML, NA, NG, NI, NO, NZ, OM, PA, PE, PG, PH,
PL, PT, QA, RO, RS, RU, RW, SC, SD, SE, SG, SK, SL,

(71) 出願 人 （米 国 を除 く全 て の 指 定 国 に つ い て ）： SM, ST, SV, SY, TH, TJ, TM, TN, TR, TT, TZ, UA, UG,
シ ャー プ株 式会 社 (SHARP KABUSHIKI KAISHA) US, UZ, VC, VN, ZA, ZM, ZW.
[JP/JP]; 〒 5458522 大 阪府 大 阪市 阿倍 野 区長 池 町
2 2 (84) 指定 国 （表示 の な い限 り、全 ての種 類の 広域保畨 2 2 号 Osaka (JP).

護 が 可 肯巨）：ARIPO (BW, GH, GM, KE, LR, LS, MW,
発 明者 ；および MZ, NA, RW, SD, SL, SZ, TZ, UG, ZM, ZW), ュ一 ラシ
出願 人 （米 国 に つ い てのみ )：豊 島 啓 記 (TOY- ァ （AM, AZ, BY, KG, KZ, RU, TJ, TM), ョ一 ロ ッパ

OSHIMA, Hiroki) . 東 晃 弘 (AZUMA, Akihiro) . 香 川 (AL, AT, BE, BG, CH, CY, CZ, DE, DK, EE, ES, FI, FR,
宏 紀 （KAGAWA, Hiroki). 笹 岡 孝 佳 （SASAOKA, GB, GR, HR, HU, IE, IS, ΓΓ , LT, LU, LV, MC, MK, MT,
Takayoshi). 片山 三千太 (KATAYAMA, Michita). NL, NO, PL, PT, RO, RS, SE, SI, SK, SM, TR), OAPI

(BF, BJ, CF, CG, CI, CM, GA, GN, GQ, GW, ML, MR,
(74) 代 理 人 ：特 許 業 務 法 人 原 謙 三 国 際 特 許 事 務 所 NE, SN, TD, TG).

(HARAKENZO WORLD PATENT & TRADEMARK);

続葉有]

(54) Title: DISPLAY DEVICE, INFORMATION TERMINAL DEVICE, DISPLAY METHOD, PROGRAM, AND RECORDING
MEDIUM
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(57) Abstract: A n information terminal device (100),
provided with: a message-display unit (304) for displaying,
lined up in the vertical direction on a display screen, a
plurality of display regions for each time series, and for
displaying the posts in the time series corresponding to
each of the plurality of display regions; and a dis
play-change unit (308) for sequentially changing, when
movement operations are performed in the lateral direction
on any one of the display regions among the plurality of
display regions, the post displayed in the display region in
question.

(57) 要約： 情報 端末装置 （1 0 0 ) は、時系列
毎の複 数の表示領域 を、表示画面の縦方 向に並
ベ て表示す るとともに、 当該複 数の表示領域 の
各 々 に対 し、 対 応 す る時 系 列 の 前 記 投 稿 メ ッ
セー ジを表示す るメ ッセー ジ表示部 （3 0 4 )
と、複 数の表示領域の うちの 、任意の一の表示
領域 に対す る横 方 向へ の移動操作 が行われ た場

< 合 、 当該一の表示領域 に表示す る投稿 メ ッセ一
ジを、順次 変更す る表示変更部 （3 0 8 ) とを
備 える。
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明 細 書

発明の名称 ：

表示装置、情報端末装置、表示方法、 プログラム、 および記録媒体

技術分野

[0001 ] 本発 明は、 メ ッセ一ジ投稿 サ イ トの投稿 メ ッセ一ジを表示画面 に表示可能

な表示装置 および情報端末装置 に関す る。 また、本発 明は、 この よ うな表示

装置 および情報端末装置 に用 い られ る表示方法、 プログラム、 および記録媒

体 に関す る。

背景技術

[0002] 近年、 S N S (Soc i a l Network Serv i ce) の利用が急速 に高 まって きてお

り、 中で も、 ネ ッ トワー クのユーザ同士の コミュニケーシ ョンサー ビスであ

る、 いわ ゆるメ ッセージ投稿 サ イ 卜が多 くのユーザ に利用 されている。

[0003] メ ッセージ投稿 サ イ 卜とは、各 ユーザが任意 の タイ ミングで端末装置 か ら

メ ッセ一ジを投稿 し、各端末装置 においては、各 ュ一ザか ら投稿 された メ ッ

セージ （以下、 「投稿 メ ッセージ」 と示 す。 ）が次 々 と リアル タイム に表示

されてい くとい うものであ る。 この よ うにメ ッセージ投稿 サ イ 卜に対 して メ

ッセージを投稿 す る行為 は、 「つぶ や き」 とも称 されている。

[0004] 特 に最近 では、個 人のみな らず、企業 や団体等 もアカウン トを取得 し、情

報発信 ツール と して メ ッセージ投稿 サ イ 卜を利用す るよ うにな って きている

。 この よ うな メ ッセージ投稿 サ イ トの代表 的な もの と しては、 「Twi tter 」 （

登録商標 ）が挙 げ られ る （下記非特許文献 1 参照）。特 に、上記 「Twi tter 」

は、投稿 メ ッセージの文字数 が比較 的短 い文字数 に制 限 されている ことか ら

、 いわ ゆる 「短文投稿 サ イ ト」 に分類 す る ことがで きる。

[0005] 一般 的 に、 メ ッセージ投稿 サ イ トに投稿 されている各投稿 メ ッセージには

、 その投稿 日時が対応付 け られている。 これ によ り、 メ ッセ一ジ投稿 サ ィ 卜

に投稿 されている複数 の メ ッセージによ って、 その時系列が構成 されている

。 そ して、 この時系列 を投稿 サ イ 卜か ら取得 した端末装置 においては、 この



時系列に含まれている複数の投稿メッセ一ジが、その投稿順に、表示画面の

縦方向に並べて表示される （このような時系列を、上記 「Twi tter 」では、 「

タイムライン」と呼んでいる）。そ して、新たな投稿メッセージがメッセ一

ジ投稿サイ 卜に投稿される毎に、上記時系列は更新され、 この更新が端末装

置においても即時に反映 （すなわち、 リアルタイム表示）されることとなる

[0006] このとき、全ての投稿メッセージを表示画面に収めることができない場合

は、一部の投稿メッセージ （例えば、最新のものか ら順にい くつかの投稿メ

ッセージ）が表示されることとなるが、端末装置のユーザは、 この時系列を

縦方向にスクロールさせることにより、残 りの投稿メッセ一ジを順次表示画

面に表示させて閲覧することができるようになつている。

[0007] 特に、最近では、電子書籍端末やスマー トフォン等、タツチパネルを備え

た情報端末装置が普及 してきており、 このような情報端末装置によれば、投

稿メッセージの時系列が表示されている表示画面に対 して、縦方向へのフリ

ック操作を行 うことにより、その時系列を構成 している複数の投稿メッセ一

ジを、表示画面の縦方向にスクロールさせて、順次表示することができるよ

うになっている。

先行技術文献

特許文献

[0008] 特許文献 1 ：曰本国公開特許公報 「特開 2 0 0 6 - 4 5 9 0 8 号公報 （2 0

0 8 年 7 月 1 7 曰公開）」

非特許文献

[0009] 非特許文献 1 ：Twi tter 社、 "Twi tter" 、 [on l i ne]. Twi tter 社、 [ 2 0 1 1 年

1 1 月 3 0 日検索 ]、 インタ一ネッ トくURL : http ：〃 twi tter. com/>

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[001 0] ここで、上記 「Twi tter 」では、特定のアカウン ト （1 つのユーザァカウン



卜、複数のユーザアカウン ト、 または複数のユーザアカウン トを含むグルー

プアカウン ト等。以下、 これ らをまとめて 「特定アカウン ト」 と示す。）を

指定することによ り、 その特定ァカウン 卜の投稿 メッセージのみを含む時系

列を、表示することが可能 とな っている。 また、上記 「Twi tter 」では、特定

ァカウン 卜を複数指定することによ り、複数の特定ァカウン 卜の各 々の時系

列を表示することが可能 とな っている。

[001 1] 但 し、上記 「Twi tter 」では、複数の時系列を同時に表示することはで きな

し、。 したが って、ユーザは、複数の時系列を閲覧 したい場合は、時系列の リ

ス トを表示 させて、 その リス トの中か ら任意の時系列を選択する等、比較的

手間がかかる切 り替え操作 を行 うことによ り、表示画面 に表示する時系列を

切 り替える必要がある。

[001 2] ここで、従来、複数のコンテ ンツを表示画面 に並べて表示 し、全てのコン

テ ンッが表示画面 に収 まりきらない場合であ っても、表示画面 をスクロール

させることによ り、全てのコンテ ンツを閲覧可能 とする技術が利用されてい

る （例 えば、上記特許文献 1 参照）。

[001 3] しか しなが ら、 この技術では、 スクロール操作が必要なコンテ ンツ （例 え

ば、投稿 メッセージの時系列）が、複数の コ ンテ ンツ 内に含 まれている場合

は、 コンテ ンツのスクロールの操作 と、表示画面のスクロール操作 とを、 そ

れぞれ区別 して行 う必要が生 じる。 このため、各スクロール操作が複雑なも

の とな つて しまう。 そ して、各スクロール操作 を適切 に行わないと、ユーザ

が意図 しない操作が行われて しまうこととなる。例 えば、 コ ンテ ンツ の スク

口一ルの操作 を行 ったつも りが、表示画面のスク口一ル操作が行われて しま

う場合があ り、 その反対の場合 もある。

[0014] 本発明は、上記の問題 に鑑みてなされたものであ り、 その 目的は、簡単か

つ確実な操作 によ り、 メッセージ投稿サイ 卜の投稿 メッセージの複数の時系

列を閲覧することが可能な表示装置 を提供することにある。

課題を解決するための手段

[001 5] 上記 した課題 を解決するため、本発明に係 る表示装置は、 メッセ一ジ投稿



サイ 卜の投稿 メッセ一ジを表示画面 に表示可能な表示装置であ って、前記投

稿 メッセ一ジの時系列毎の複数の表示領域 を、前記表示画面の第 1 の方向に

並べて表示するとともに、 当該複数の表示領域の各 々に対 し、対応する時系

列の前記投稿 メッセ一ジを表示するメッセ一ジ表示手段 と、前記複数の表示

領域の うちの、任意の一の表示領域 に対する、前記第 1 の方向 とは異なる方

向である第 2 の方向への移動操作が行われた場合、 当該一の表示領域 に表示

する投稿 メッセ一ジを、順次変更する表示変更手段 とを備 えることを特徴 と

する。

発明の効果

[00 16 ] 本発明に係 る表示装置、表示装置、情報端末装置、表示方法、 プログラム

、 および記録媒体 によれば、簡単かつ確実な操作 によ り、 メッセージ投稿サ

ィ 卜の投稿 メッセージの複数の時系列を閲覧することが可能な表示装置 を提

供することがで きる。

図面の簡単な説明

[00 17 ] [ 図 1 ] 実施形態 に係 る情報端末装置の外観 を示す図である。

[ 図 2 ] 実施形態 に係 る情報端末装置の構成 を示すプロック図である。

[ 図 3 ] 実施形態 に係 る情報端末装置が備 える表示制御機能の構成 を示すプロッ

ク図である。

[ 図4 ] 実施形態 に係 る情報端末装置 による表示処理の手順 を示すフローチ ヤ一

卜である。

[ 図 5 ] 実施形態 に係 る情報端末装置 による表示処理の具体例 を示す図であ って

、 メッセ一ジ表示部 による複数の表示領域の表示例 を示す図である。

[ 図 6 ] 実施形態 に係 る情報端末装置 による表示処理の具体例 を示す図であ って

、横方向へのフ リック操作の一例 を示す図である。

[ 図 7 ] 実施形態 に係 る情報端末装置 による表示処理の具体例 を示す図であ って

、表示変更部 による表示画面の表示内容の変更例 を示す図である。

[ 図 8 ] 実施形態 に係 る情報端末装置 による表示処理の具体例 を示す図であ って

、縦方向へのフ リック操作の一例 を示す図である。



[ 図9] 実施形態 に係 る情報端末装置 による表示処理の具体例 を示す図であ って

、表示変更部 による表示画面の表示内容の変更例 を示す図である。

[ 図 10] 実施形態 に係 る情報端末装置 による表示処理の具体例 を示す図であ つ

て、表示変更部 による表示画面の表示内容の変更例 を示す図である。

[ 図 11] 実施形態 に係 る情報端末装置 による表示処理の具体例 を示す図であ つ

て、横方向へのフ リック操作の一例 を示す図である。

発明を実施するための形態

[001 8] 以下、本発明の実施形態 について、図面 を用いて説明する。

[001 9] 〔実施形態〕

(情報端末装置 1 0 0 の概要）

まず、本発明に係 る実施形態 について説明する。 は じめに、図 1 を参照 し

て、実施形態 に係 る情報端末装置 1 0 0 の概要 について説明する。図 1 は、

実施形態 に係 る情報端末装置 1 0 0 の外観 を示す図である。

[0020] 図 1 に示す情報端末装置 1 0 0 は、各種サ 一 ビスや各種 アプ リケー シ ョン

を利用することが可能な、携帯性 および可搬性 を有する情報端末装置である

。具体的には、情報端末装置 1 0 0 は、比較的小型であ り、かつ リチウムィ

オ ン二次電池等のバ ッテ リーを内蔵 している。 このため、情報端末装置 1 0

0 は、持ち運びが容易な うえに、外部電源 （A C 電源）の供給 を受けな くと

も、 ノくッ テ リ一駆動 によ り、外出先等での使用が可能 とな っている。

[0021 ] 情報端末装置 1 0 0 は、各種情報 を表示するデ ィスプ レイ 1 1 0 を備 えて

いる。 また、情報端末装置 1 0 0 は、各種操作のためのタツチパネル 1 2 0

および操作ボタン 1 3 0 を備 えている。 タツチパネル 1 2 0 は、デ ィスプ レ

ィ 1 1 0 の表面上 に重ねて設 け られている。

[0022] これ によ り、情報端末装置 1 0 0 は、ある表示対象のデ ィスプ レイ 1 1 0

における表示位置 と、 その表示対象 に対するタツチパネル 1 2 0 における操

作位置 とを概ね一致 させ、 その表示対象 に対する直感的な操作 （選択操作や

移動操作等）をユーザに行わせることが可能 とな っている。

[0023] タ ツチパネル 1 2 0 による可能な操作 には、 いわゆるフ リック操作が含 ま



れている。このフリック操作とは、指先をタツチパネル 1 2 0 に接触させた

まま、その接触位置を任意の方向にスライ ド移動させる操作のことである。

情報端末装置 1 0 0 は、フリック操作が行われた場合、その接触位置や、そ

の移動方向、その移動速度等に応 じて、表示対象の表示位置をスクロールさ

せたり、表示内容を切 り替えたりすることが可能となっている。

[0024] 情報端末装置 1 0 0 は、無線通信モジュール 1 4 0 (図 2 参照）をさらに

備えている。これにより、情報端末装置 1 0 0 は、インタ一ネットにァクセ

スして、インタ一ネッ卜上の各種サービスを利用することが可能となってい

る。

[0025] 情報端末装置 1 0 0 には、各種アプリケーションがインス トールされてい

る。例えば、情報端末装置 1 0 0 には、電子書籍を閲覧するためのアプリケ

—シヨンがインス トールされている。これにより、情報端末装置 1 0 0 は、

書籍データをディスプレイ 1 1 0 に表示 して、この書籍データをユーザに閲

覧させることができる。ユーザは、書籍データを閲覧する際、タツチパネル

0 または操作ボタン 1 3 0 により、ページめくり等の各種操作を行うこ

とができる。

[0026] また、情報端末装置 1 0 0 には、インタ一ネッ卜上の電子書籍サイ 卜から

電子書籍を購入するためのアプリケ一ションがィンス トールされている。こ

れにより、ユーザは、この情報端末装置 1 0 0 によって、電子書籍サイ トか

ら所望の書籍データを購入 し、購入 した書籍データをダウン口一 ドすること

が可能となっている。

[0027] また、情報端末装置 1 0 0 には、インタ一ネット上のメッセージ投稿サイ

卜を利用するためのアプリケ一ションがィンス トールされている。これによ

り、ユーザは、この情報端末装置 1 0 0 によって、メッセージ投稿サイ トに

対 してメッセージを投稿 したり、メッセージ投稿サイ 卜に投稿された投稿メ

ッセージを閲覧 したりすることができる。

[0028] なお、情報端末装置 1 0 0 によって電子書籍やメッセージ投稿サイ 卜を利

用する方法としては、上記 した専用のアプリケ一ションによるものに限らず



、例 えば、 イ ンタ一ネ ッ ト上 の特 定のW E B サ イ トにアクセス し、 これ によ

つてW E B ブラウザで表示 され るW E B ペ ージか ら電子書籍 ゃ メ ッセ一ジ投

稿 サ イ 卜を利用す る ことも可能 であ る。

[0029] (情 報端末装置 1 0 0 の構成 ）

次 に、 図 2 を参照 して、実施形態 に係 る情報端末装置 1 0 0 の構成 につい

て説 明す る。 図 2 は、実施形態 に係 る情報端末装置 1 0 0 の構成 を示 す プロ

ック図であ る。

[0030] 図 2 に示 す よ うに、情報端末装置 1 0 0 は、処理 回路 1 0 2 、 記憶装置 1

0 4 、 タ ツチパ ネル 1 2 0 、操作 ボ タ ン 1 3 0 、 デ ィス プ レイ駆動 回路 1 0

8 、 デ ィス プ レイ 1 1 0 、 および無線通信 モジ ュール 1 4 0 を備 えている。

[0031 ] (記憶装置 1 0 4 )

記憶装置 1 0 4 は、 O S (Operat i ng System) プ ログラムや、各種 アプ リ

ケ一シ ヨンプログラム、各種制御 プログラム、各種 デー タ等 を記憶 す る。例

えば、記憶装置 1 0 4 には、 電子書籍 を閲覧 す るための アプ リケーシ ョンプ

ログラム、 電子書籍 を購 入す るための アプ リケーシ ョンプログラム、 メ ッセ

—ジ投稿 サ イ 卜を利用す るための アプ リケーシ ョンプログラム等 が記憶 され

ている。 また、記憶装置 1 0 4 には、 電子書籍 サ イ 卜か ら購 入 した書籍 デ一

タ等 が記憶 されている。

[0032] ここでい う記憶装置 1 0 4 には、 H D D (Hard d i s k d i ve) S S D (So

Li d State D i ve) 等、情報端末装置 1 0 0 に内蔵 されているもの に限 らず、

メモ リ力一 ド等 の着脱可能 な もの を含 む。

[0033] (処理 回路 1 0 2 )

処理 回路 1 0 2 は、 C P U 等 の プロセ ッサや、 R O M (Read On Ly Memory

) 、 R A M (Random Access Memory) 等 の メモ リを備 えて構成 されてお り、

メモ リおよび記憶装置 1 0 4 に記憶 されているプログラム をプロセ ッザが実

行 す る ことによ り、各種 アプ リケーシ ョンを実行 した り、情報端末装置 1 0

0 の各部 を制御 した りす る。

[0034] ( タ ツチパ ネル 1 2 0 お よび操作 ボ タ ン 1 3 0 )



タッチパネル 1 2 0 および操作ボタン 1 3 0 は、ユーザが、情報端末装置

1 0 0 に対する各種操作を行うための、いわゆる入力デバイスである。タツ

チパネル 1 2 0 は、ディスプレイ 1 1 0 が備える表示パネルの表面上に重ね

て設けられている。操作ボタン 1 3 0 は、情報端末装置 1 0 0 の本体の表面

に設けられている。入力デバイスとしては、これらの他にも、キ一、マウス

等が採用され得る。

[0035] (ディスプレイ駆動回路 1 0 8 およびディスプレイ 1 1 0 )

ディスプレイ駆動回路 1 0 8 は、処理回路 1 0 2 から供給された映像信号

に応 じてディスプレイ 1 1 0 を駆動する。ディスプレイ 1 1 0 は、処理回路

1 0 2 によって実行されたプログラムの実行結果に応 じた映像を表示する。

これにより、ディスプレイ 1 1 0 は、書籍データや投稿メッセージ等を表示

する表示手段として機能する。本実施形態の情報端末装置 1 0 0 は、デイス

プレイ 1 1 0 として、液晶ディスプレイを採用 しているが、これ以外にも、

有機 E L ディスプレイ等が採用され得る。

[0036] (無線通信モジュール 1 4 0 )

無線通信モジュ一ル 1 4 0 は、 L A Nやインタ一ネッ卜等の通信ネッ卜ヮ

—クへの無線アクセスを制御する。例えば、情報端末装置 1 0 0 は、無線通

信によってインタ一ネッ卜に接続することにより、インタ一ネッ卜上のサ一

バゃ他の端末装置とのデータ通信を行うことができる。その際、インタ一ネ

ッ卜へのアクセスは、無線通信モジュール 1 4 0 によって制御されることと

なる。

[0037] (表示機能）

以下、本実施形態の情報端末装置 1 0 0 が備える表示機能について具体的

に説明する。ここでいう表示機能とは、メッセージ投稿サイ 卜から取得 した

投稿メッセ一ジの表示に関する表示機能を意味する。

[0038] まず、図 3 を参照 して、情報端末装置 1 0 0 が備える表示機能の構成につ

いて説明する。図 3 は、実施形態に係る情報端末装置 1 0 0 が備える表示制

御機能の構成を示すプロック図である。



[0039] 図 3 に示すように、情報端末装置 1 0 0 の処理回路 1 0 2 は、投稿メッセ

—ジの表示に関する表示機能 として、メッセージ取得部 3 0 2 、 メッセージ

表示部 3 0 4 、および表示変更部 3 0 8 を有 している。

[0040] ( メッセ一ジ取得部）

メッセージ取得部 3 0 2 は、インタ一ネッ ト上の投稿サイ ト （具体的には

、投稿サイ 卜用のサーバ装置）か ら、無線通信モジュール 1 4 0 を介 して、

投稿メッセージを取得する。

[0041 ] メッセージ取得部 3 0 2 は、特定アカウン トの投稿メッセージのみを含む

、投稿メッセージの時系列 （以下、単に 「時系列」と示す）を、メッセージ

投稿サイ トか ら取得することができる。

[0042] また、メッセージ取得部 3 0 2 は、複数の特定アカウン トの各々の時系列

を、メッセージ投稿サイ 卜か ら取得することができる。

[0043] この場合、複数の特定アカウン トが、複数の投稿サイ トに亘るものであれ

ば、メッセ一ジ取得部 3 0 2 は、複数の投稿サイ トの各々か ら、対応する特

定ァカウン 卜の時系列を取得する。

[0044] ユーザは、特定アカウン トを、情報端末装置 1 0 0 か ら任意に設定するこ

とができる。例えば、ユーザは、投稿サイ 卜等の各種インタ一ネッ 卜サイ 卜

を通 じて知 り得た、他のユーザ、企業、団体、 またはサー ビス等のァカウン

卜を、特定アカウン トとして設定することができる。 これにより、メッセ一

ジ取得部 3 0 2 は、上記他のユーザ、企業、団体、 またはサー ビス等の時系

列を取得することができ、 この結果、ユーザは、興味のある他のユーザ、企

業、団体、 またはサー ビス等か ら発せ られた情報を、 リアルタイムかつ容易

に閲覧することができる。

[0045] また、特定アカウン トは、情報端末装置 1 0 0 が利用するアプリケ一シ ョ

ンか ら自動的に設定される場合もある。例えば、情報端末装置 1 0 0 は、複

数のサー ビスに関する情報を配信する情報提供サイ 卜等を利用することによ

り、上記複数のサー ビスの各々のアカウン トを取得することができる。 これ

により、メッセージ取得部 3 0 2 は、上記複数のサー ビスの各々の時系列を



取得することができ、 この結果、ユーザは、上記複数のサー ビスの各々か ら

発せ られた情報を リアルタイムかつ容易に閲覧することができる。

[0046] ( メッセージ表示部）

メッセ一ジ表示部 3 0 4 は、投稿メッセ一ジ取得部 3 0 2 によって取得さ

れた投稿メッセージをデ ィスプレイ 1 1 0 に表示する。投稿メッセージの表

示は、情報端末装置 1 0 0 にインス トールされている専用のアプリケ一シ ョ

ンによって実現されてもよく、W E B ブラウザで表示されるW E B ページに

よって実現されてもよい。メッセージ表示部 3 0 4 による投稿メッセージの

表示方法は、以下のとおりである。

[0047] メッセ一ジ表示部 3 0 4 は、デ ィスプレイ 1 1 0 の表示画面に対 し、複数

の特定アカウン トの各々の時系列を同時に表示する。具体的には、デ ィスプ

レイ 1 1 0 の表示画面に対 して、時系列毎の （すなわち、 1 アカウン ト1表

示領域 とする）複数の表示領域を縦方向に並べて表示する。例えば、メッセ

—ジ取得部 3 0 によって 3 つの時系列が取得された場合は、 3 つの表示領

域を縦方向に並べて表示するといつた具合である。

[0048] そ して、メッセ一ジ表示部 3 0 4 は、複数の表示領域の各々に対 し、対応

する時系列の投稿メッセージを 1 件ずつ表示する。デフォル トでは最新の投

稿メッセージを 1 件ずつ表示することとするが、 これに限 らない。 これによ

り、デ ィスプレイ 1 1 0 の表示画面には、複数の時系列の各々の投稿メッセ

—ジが、 1 件ずつ同時に表示されることとなる。

[0049] このように、本実施形態の情報端末装置 1 0 0 は、複数のアカウン トの各

々の時系列を同時に表示 し、かつ各々の最新の投稿メッセージを表示するた

め、ユーザは、複数のアカウン トの各々の最新の情報を容易に閲覧すること

が可能 となる。

[0050] ここで、表示対象 とされた全ての表示領域が表示画面に収 まらない場合、

メッセ一ジ表示部 3 0 4 は、一部の表示領域を表示画面に表示する。

[0051 ] 基本的に、各表示領域のサイズは、固定であるが、メッセージ表示部 3 0

4 は、その表示領域内に表示される投稿メッセ一ジの情報量 （具体的にはそ



の表示に要する表示面積）に応 じて、各表示領域のサイズを変更することも

できる。例えば、メッセ一ジ表示部 3 0 4 は、各表示領域の横方向のサイズ

を固定 したまま、各表示領域の縦方向のサイズを変更することもできる。

[0052] 各表示領域のサイズを固定とした場合、メッセージ表示部 3 0 4 は、投稿

メッセージの一部をその表示領域内に表示 してもよく、投稿メッセージを縮

小 して、その表示領域内に表示 してもよい。

[0053] なお、投稿メッセージには、画像データや音声データ等のテキス トデータ

以外のデータが含まれている場合がある。メッセージ表示部 3 0 4 は、テキ

ス トデータ以外のデータ （または、そのリンク）を表示領域内に表示するこ

ともできる。

[0054] (表示変更部）

表示変更部 3 0 8 は、表示画面に投稿メッセージが表示されている場合に

おいて、タツチパネル 1 2 0 または操作ボタン 1 3 0 による何 らかの操作が

行われた場合、その操作内容に応 じて、表示画面の表示内容を変更する。表

示変更部 3 0 8 による上記表示内容の変更方法には、以下 （1 ) ~ ( 4 ) を

含んでいる。

[0055] ( 1 ) 複数の表示領域が表示画面に表示されているときに、当該複数の表

示領域のうちの、任意の一の表示領域に対する横方向へのフリック操作が行

われた場合、他の表示領域の表示内容を変更することなく、当該一の表示領

域に表示する投稿メッセ一ジを、その投稿順に基づいて、順次変更する。

[0056] 例えば、一の表示領域に対する左方向へのフリック操作が行われた場合、

当該表示領域に表示する投稿メッセ一ジを、現在表示されている投稿メッセ

—ジょりも、投稿日時が新 しい他の投稿メッセージに変更する。

[0057] 反対に、一の表示領域に対する右方向へのフリック操作が行われた場合、

当該表示領域に表示する投稿メッセ一ジを、現在表示されている投稿メッセ

—ジょりも、投稿日時が古い他の投稿メッセージに変更する。

[0058] ( 2 ) 複数の表示領域のうちの一部の表示領域が表示画面に表示されてい

るとき （すなわち、全ての表示領域を表示画面に表示 しきれなかった場合）



に、表示画面に対する縦方向へのフリック操作が行われた場合、複数の表示

領域の表示位置を縦方向にスクロ一ルすることにより、表示画面に表示する

表示領域を順次変更する。

[0059] 例えば、上方向へのフリック操作が行われた場合、上記一部の表示領域を

上方向にスクロールさせ、これにより、表示画面の下方に生じた空きスぺ一

スに、上記一部の表示領域よりも表示順序が後の、他の表示領域を表示する

[0060] 反対に、下方向へのフリック操作が行われた場合、上記一部の表示領域を

下方向にスクロールさせ、これにより、表示画面の上方に生じた空きスぺ一

スに、上記一部の表示領域よりも表示順序が前の、他の表示領域を表示する

[0061 ] ( 3 ) 複数の表示領域が表示画面に表示されているときに、当該複数の表

示領域のうちの、任意の一の表示領域に対する所定の選択操作が行われた場

合、当該一の表示領域に対応する一の時系列の複数の投稿メッセ一ジを、そ

の投稿順に縦方向に並べて表示画面に表示する。

[0062] ( 4 ) 上記 （3 ) により、一の時系列の複数の投稿メッセージのうちの一

部の投稿メッセージが表示画面に表示されているとき （すなわち、全ての投

稿メッセ一ジを表示画面に表示 しきれなかった場合）に、表示画面に対する

縦方向へのフリック操作が行われた場合、複数の投稿メッセージの表示位置

を縦方向にスクロールすることにより、表示画面に表示する投稿メッセ一ジ

を順次変更する。

[0063] 例えば、上方向へのフリック操作が行われた場合、上記一部の投稿メッセ

—ジを上方向にスクロールさせ、これにより、表示画面の下方に生じた空き

スペースに、上記一部の投稿メッセ一ジよりも投稿順序が後の、他の投稿メ

ッセ一ジを表示する。

[0064] 反対に、下方向へのフリック操作が行われた場合、上記一部の投稿メッセ

—ジを下方向にスクロールさせ、これにより、表示画面の上方に生じた空き

スペースに、上記一部の投稿メッセ一ジよりも投稿順序が前の、他の投稿メ



ッセ一ジを表示する。

[0065] (表示処理の手順）

次に、図 4 を参照 して、実施形態に係る情報端末装置 1 0 0 による表示処

理の手順について説明する。図 4 は、実施形態に係る情報端末装置 1 0 0 に

よる表示処理の手順を示すフローチヤ一 卜である。

[0066] ( メッセージ表示）

まず、メッセージ取得部 3 0 2 が、複数の時系列の各々の投稿メッセージ

を、メッセージ投稿サイ 卜か ら取得する （ステ ップ4 0 2 ) 。

[0067] 次 に、メッセージ表示部 3 0 4 が、デ ィスプレイ 1 1 0 の表示画面に対 し

て、時系列毎の複数の表示領域を縦方向に並べて表示する （ステ ップ4 0 4

)

[0068] そ して、メッセ一ジ表示部 3 0 4 が、複数の表示領域の各々に対 し、対応

する時系列の投稿メッセージを 1 件ずつ表示する （ステ ップ4 0 6 ) 。

[0069] ( メッセージ表示変更）

その後、タツチパネル 1 2 0 または操作ボタン 1 3 0 による何 らかの操作

が行われると （ステ ップS 4 0 8 ) 、表示変更部 3 0 8 は、その操作内容に

応 じて、表示画面の表示内容を変更する （ステ ップS 4 1 0 〜ステ ップS 4

2 0 ) 。

[0070] 例 えば、表示画面に表示されている複数の表示領域のうちの、任意の一の

表示領域に対する横方向へのフリック操作が行われた場合 （ステ ップS 4

0 ：Y e s ) 表示変更部 3 0 8 は、当該一の表示領域に表示する投稿メッ

セージを、他の投稿メッセージに変更する （ステ ップS 4 1 2 ) 。 その後、

情報端末装置 1 0 0 は、処理をステ ップS 4 0 8 へ戻す。

[0071 ] また、表示画面に表示されている複数の表示領域に対する縦方向へのフリ

ック操作が行われた場合 （ステ ツプS 4 1 4 ：Y e s ；) 、表示変更部 3 0 8

は、各表示領域を縦方向にスクロールさせるとともに （ステ ップS 4 1 6 )

、他の表示領域を表示画面に表示する （ステ ップS 4 8 ) 。 その後、情報

端末装置 1 0 0 は、処理をステ ップS 4 0 8 へ戻す。



[0072] また、表示画面に表示されている複数の表示領域のうちの、任意の一の表

示領域に対する所定の選択操作が行われた場合 （ステップS 4 2 0 ) 、表示

変更部 3 0 8 は、当該一の表示領域に対応する時系列の複数の投稿メッセ一

ジを、その投稿順に縦方向に並べて表示画面に表示する （ステップS 4 2 2

)

[0073] その後、さらに、表示画面に表示されている複数の投稿メッセ一ジに対す

る縦方向へのフリック操作が行われた場合 （ステツプS 4 2 4 ：Y e s ；) 、

表示変更部 3 0 8 は、各投稿メッセージを縦方向にスクロールさせるととも

に （ステップS 4 2 6 ) 、他の投稿メッセージを表示画面に表示する （ステ

ップS 4 2 8 ) 。その後、情報端末装置 1 0 0 は、処理をステツプS 4 2 4

へ戻す。

[0074] (表示処理の具体例）

次に、図 5 〜図 1 0 を参照 して、情報端末装置 1 0 0 による表示処理の具

体例について説明する。

[0075] (初期表示）

図 5 は、実施形態に係る情報端末装置 1 0 0 による表示処理の具体例を示

す図であって、メッセ一ジ表示部 3 0 4 による複数の表示領域の表示例を示

す図である。

[0076] 図 5 に示す例では、ディスプレイ 1 1 0 の表示画面には、表示領域 5 0 2

、表示領域 5 0 4 、および表示領域 5 0 6 が、縦方向に並べて表示されてい

る。

[0077] 表示領域 5 0 2 は、アプリケーション 「A アプリ」に割り当てられたァカ

ゥン 卜の時系列を表示するためのものである。表示領域 5 0 4 は、アプリケ

—シヨン 「B アプリ」に割り当てられたアカウン トの時系列を表示するため

のものである。表示領域 5 0 6 は、アプリケーション 「C アプリ」に割り当

てられたァカウン 卜の時系列を表示するためのものである。

[0078] 図 5 以降では、各表示領域に対 して、対応するアプリケーションのタイ ト

ルを表示する例を示 しているが、特定のメッセージ投稿サービスの特定のァ



カウン卜に関する情報であれば、どのような情報を表示 してもよい。例えば

、アプリケーションのタイ トルに代えてまたは加えて、メッセージの投稿サ

—ビスの名称、アカウントの名称、このアカウントを使用するサービス名、

このァカウン卜を使用する会社名等を表示 してもよい。

[0079] 各表示領域には、対応するアプリケーションのタイ トル （図中 a を付与）

およびプロフィール画像 （図中 b を付与）と、対応するアカウントの時系列

のうちの最新の 1件の投稿メッセージ （図中 c を付与）とが表示されている

。さらに、各表示領域には、 「< 」ボタン （図中 d を付与）、 「> 」ボタン

(図中 e を付与）、および 「もっと見る」ボタン （図中 f を付与）が表示さ

れている。

[0080] 例えば、上記表示画面は、ある情報配信サ一ビスを利用したときに、表示

されるものであり、上記各アカウントは、この情報配信サービスの利用時に

、このサービスの提供元から一括 して取得されるものである。

[0081 ] ここでいう情報配信サ一ビスは、情報端末装置 1 0 0 にインス ト一ルされ

ている専用のアプリケ一ションによって実現されるものであってもよく、W

E B ブラウザで表示されるW E Bページによって実現されるものであっても

よい。

[0082] 図 5 では、各表示領域のサイズを等 しくしているが、各表示領域のサイズ

が異なっていてもよい。例えば、各表示領域のサイズ （特に、縦方向のサイ

ズ）は、その表示領域に表示される投稿メッセ一ジの情報量に応 じて、自動

的に調整されるものであってもよい。

[0083] この場合、各表示領域のサイズは、投稿メッセージに含まれる全ての情報

が表示されるように調整されてもよい。また、各表示領域のサイズは、予め

定められた閾値を超えないように制限されてもよい。

[0084] また、各表示領域のサイズは、ュ一ザ操作によって変更可能であってもよ

し、。例えば、当初は、表示領域のサイズを比較的小さくすることにより、投

稿メッセージの一部の情報 （例えば、 1 0 行分）を表示 しておき、ユーザが

その表示領域に対する拡大操作を行った場合、その表示領域のサイズを拡大



することにより、投稿メッセージの全ての情報を表示 してもよい。

[0085] なお、このように複数の時系列が表示されているときに、少なくとも一つ

の時系列に対 して新たなメッセ一ジが投稿され、その時系列が更新される場

合がある。情報端末装置 1 0 0 は、この時系列の更新を、直ちに反映 しても

よく、直ちに反映せずに、所定の更新条件 （例えば、所定の更新ボタンが押

下されたとき、改めて図 5 に示すような表示を行ったとき、図 1 0 に示すよ

うな表示を行ったとき、等）を満た したときに、反映するようにしてもよい

[0086] (横方向へのフリック操作時）

図 6 および図 1 1 は、実施形態に係る情報端末装置 1 0 0 による表示処理

の具体例を示す図であって、横方向へのフリック操作の一例を示す図である

。図 7 は、実施形態に係る情報端末装置 1 0 0 による表示処理の具体例を示

す図であって、表示変更部 3 0 8 による表示画面の表示内容の変更例を示す

図である。

[0087] 既に説明 したとおり、本実施形態の情報端末装置 1 0 0 は、表示画面に表

示されている複数の表示領域のうちの、任意の一の表示領域に対する横方向

へのフリック操作が行われた場合、当該一の表示領域に表示する投稿メッセ

—ジを、他の投稿メッセージに変更する。

[0088] 例えば、図 6 に示すように、図 5 に示 した表示領域 5 0 2 ， 5 0 4 , 5 0

6 のうちの、表示領域 5 0 4 に対する左方向へのフリック操作が行われた場

合、情報端末装置 1 0 0 は、当該表示領域 5 0 4 に表示する投稿メッセ一ジ

を、現在表示されている投稿メッセ一ジよりも、投稿日時が新 しい他の投稿

メッセージに変更する。

[0089] これにより、図 7 に示すように、表示領域 5 0 4 には、上記新 しい他の投

稿メッセージが表示されるが、表示領域 5 0 2 ， 5 0 6 は、いずれも上記フ

リック操作を行う前のままの状態であり、表示されている投稿メッセージに

変更はない。

[0090] なお、図 6 に示す例では、表示領域に対する横フリック操作により、その



表示領域全体が横方向にスクロ一ルすることにより、投稿 メッセ一ジが切 り

替わる例 を示 しているが、例えば、図 1 1 に示すように、横 フ リック操作に

より、単に投稿 メッセージの内容が切 り替わるだけであってもよい。

[0091 ] (縦方向へのフ リック操作時）

図 8 は、実施形態に係 る情報端末装置 1 0 0 による表示処理の具体例 を示

す図であって、縦方向へのフ リック操作の一例 を示す図である。図 9 は、実

施形態に係 る情報端末装置 1 0 0 による表示処理の具体例 を示す図であって

、表示変更部 3 0 8 による表示画面の表示内容の変更例 を示す図である。

[0092] 既 に説明 したとお り、本実施形態の情報端末装置 1 0 0 は、表示画面に表

示されている複数の表示領域 に対する縦方向へのフ リック操作が行われた場

合、各表示領域 を縦方向にスクロールさせるとともに、他の表示領域 を表示

画面に表示する。

[0093] 例 えば、図 8 に示すように、図 7 に示 した表示領域 5 0 2 ， 5 0 4 , 5 0

6 に対する上方向へのフ リック操作が行われた場合、情報端末装置 1 0 0 は

、表示領域 5 0 2 ， 5 0 4 , 5 0 6 を上方向にスクロールさせる。 これによ

り、図 8 に示すように、表示領域 5 0 2 が表示画面の上方か らスクロ一ルァ

ゥ 卜されると、代わ りに、表示領域 5 0 8 が表示画面の下方か らスクロール

インされる。 これにより、表示画面は、図 9 に示すように、表示領域 5 0 4

， 5 0 6 , 5 0 8 が表示された状態 となる。

[0094] (所定の選択操作時）

図 1 0 は、実施形態に係 る情報端末装置 1 0 0 による表示処理の具体例 を

示す図であって、表示変更部 3 0 8 による表示画面の表示内容の変更例 を示

す図である。

[0095] 既 に説明 したとお り、本実施形態の情報端末装置 1 0 0 は、表示画面に表

示されている複数の表示領域のうちの、任意の一の表示領域 に対する所定の

選択操作が行われた場合、当該表示領域 に対応する一の時系列の複数の投稿

メッセ一ジを、その投稿順 に縦方向に並べて表示画面に表示する。本実施形

態では、各表示領域 に表示されている 「もっと見る」ボタンを選択する操作



が、上記所定の選択操作として設定されている。

[0096] さらに、本実施形態の情報端末装置 1 0 0 は、一の時系列の複数の投稿メ

ッセージが表示画面に表示されているときに、当該表示画面に対する縦方向

へのフリック操作が行われた場合、当該複数の投稿メッセージを縦方向ヘス

クロ一ルさせることにより、当該表示画面に表示する投稿メッセ一ジを順次

変更する。

[0097] 例えば、図 9 に示 した表示領域 5 0 4 に対 して、 「もっと見る」ボタンを

選択する操作が行われた場合、情報端末装置 1 0 0 は、図 1 0 に示すように

、当該表示領域 5 0 4 に対応する一の時系列 （すなわち、アプリケーシ ョン

「B アプリ」の投稿メッセージのみを含む時系列）の複数の投稿メッセージ

を、その投稿順に縦方向に並べて表示画面に表示する。

[0098] さらに、ディスプレイ 1 2 0 の表示画面に対 して、上方向へのフリック操

作が行われた場合、情報端末装置 1 0 0 は、アプリケーシ ョン 「B アプリ」

の複数の投稿メッセ一ジを上方向ヘスクロールさせることにより、ディスプ

レイ 1 2 0 の表示画面に対 して、アプリケーション 「B アプリ」の新 しい投

稿メッセ一ジを順次表示する。

[0099] 反対に、ディスプレイ 1 2 0 の表示画面に対 して、下方向へのフリック操

作が行われた場合、情報端末装置 1 0 0 は、アプリケーシ ョン 「B アプリ」

の複数の投稿メッセ一ジを下方向ヘスクロールさせることにより、ディスプ

レイ 1 2 0 の表示画面に対 して、アプリケーション 「B アプリ」の古い投稿

メッセージを順次表示する。

[01 00] このように、本実施形態の情報端末装置 1 0 0 によれば、ュ一ザは、表示

画面に表示された複数の表示領域によって、複数の時系列を同時に閲覧する

ことができる。

[01 0 1 ] 特に、ユーザは、任意の特定アカウン トの投稿メッセージを順次閲覧 した

い場合には、その表示領域から視線を移動させることなく、その表示領域に

対する横方向へのフリック操作という簡単かつ確実な操作を行うだけで、こ

れを実現することができる。



[01 02] また、複数の時系列の全てが表示画面 に収 まりきらない場合であ っても、

ュ一ザは、表示画面 に対する縦方向へのフ リック操作 という簡単かつ確実な

操作 によ り複数の時系列を順次閲覧することがで きる。

[01 03] 特 に、特定アカウン トの投稿 メッセージを順次閲覧するためのフ リック操

作 と、複数の時系列を順次閲覧するためのフ リック操作 とは、互いに操作方

向が異なるため、ユーザは、直感的かつ確実 にこれ らの操作 を実行すること

がで きる。

[01 04] また、ユーザは、特定の時系列の複数のメッセージを同時に閲覧 したい場

合 には、 その時系列の表示領域 に対する所定の選択操作 （「もっと見る」ボ

タンを選択する操作）を行 うだけで、 これを実現することがで きる。

[01 05] (変形例）

実施形態では、複数の時系列を並べて表示する方向 （第 1 の方向）を縦方

向 と し、任意の時系列に対する投稿 メッセージの表示切替操作の方向 （第 2

の方向）を横方向 と した。

[01 06] 本発明は、少な くとも、上記第 1 の方向 と上記第 2 の方向 とが互いに異な

る方向であればよ く （好適な例 は、上記第 1 の方向 と上記第 2 の方向 とが互

いに直交することである）、上記第 1 の方向および上記第 2 の方向を含む各

表示方向や各操作方向を、実施形態 と異な らせて実施することも可能である

[01 07] 例 えば、実施形態 において、 「縦方向」 と した各表示方向および各操作方

向を 「横方向」に変更 し、実施形態 において、 「横方向」 と した各表示方向

および各操作方向を 「縦方向」に変更 して、実施することも可能である。

[01 08] この場合、例 えば、複数の時系列は、表示画面の横方向に並べて表示 され

る。 また、任意の時系列に対 して投稿 メッセージの表示 を切 り替える場合は

、 その表示領域 に対する縦方向へのフ リック操作 によ り実現 される。 また、

表示画面 に表示 される表示領域 を切 り替える場合は、表示画面 に対する横方

向へのフ リック操作 によ り実現 される。

[01 09] ( プログラム、記憶媒体）



実施形態で説明 した情報端末装置 1 0 0 の各機能 は、集積 回路 （I C チ ッ

プ）上 に形成 された論理 回路 によってハ 一 ドウエア的に実現 してもよい し、

C P U (Cent r a l Process i ng Un i t ) を用 いて ソフ トウェア的に実現 してもよ

い。

[01 10] 例 えば、情報端末装置 1 0 0 は、各機能 を実現 するプログラムの命令 を実

行する C P U 、上記 プログラムを格納 した R O M 、上記 プログラムを展開す

る R A M 、上記 プログラム及び各種データを格納 するメモ リ等の各種記憶装

置 （記録媒体） を備 えている。 そ して、上記 C P U が、上記各種記憶装置 に

格納 されているプログラムを読み出 し、 この プログラムを実行することによ

つて、情報端末装置 1 0 0 の各機能 を実現 することがで きる。

[01 11] 上記記録媒体 と しては、例 えば、磁 気テー プや カセ ッ トテー プ等のテー プ

類、 フロッピ一 （登録商標 ）デ ィスク/ ハ ー ドデ ィスク等の磁 気デ ィスクや

C D _ R O M/M O / M D / D V D / C D _ R 等 の光デ ィスクを含むデ ィス

ク類、 I C カー ド （メモ リカー ドを含む） / 光 力一 ド等のカー ド類、 マスク

R O M / E P R O M / E E P R O M (登録商標 ） / フラ ッシュ R O M 等の半

導体 メモ リ類、 あるいは P L D (Programmab l e Log i c dev i ce) や F P G A (

F i e l d Programmab l e Gate Ar ray) 等 の論理 回路類等 を用いることがで きる。

[01 12] な お、上記 プログラムは、通信 ネ ッ トワー クを介 して情報端末装置 1 0 0

に供給 されてもよい。 この通信 ネ ッ トワー クは、 少な くとも上記 プログラム

を情報端末装置 1 0 0 に伝送可能であればよ く、 その種類 は どのようなもの

であ っても良い。例 えば、通信 ネ ッ トワー クと しては、 イ ンタ一ネ ッ ト、 ィ

ン トラネ ッ ト、 エキス トラネ ッ ト、 L A N 、 I S D N V A N C A T V 通

信網、仮想専用網 （V i rtua l P i vate Network) 、 電話回線網、移動体通信網

、衛星通信網等が利用可能である。

[01 13] また、上記 プログラムを情報端末装置 1 0 0 に供給 するための伝送媒体 と

しても、 どのような種類 のものを利用 しても良い。例 えば、伝送媒体 と して

、 I E E E 1 3 9 4 、 U S B 、 電力線搬送、 ケ一 プル T V 回線、電話線、 A

D S L (Asymmet i c Di g i t a l Subscr i ber L i ne) 回糸泉等の有糸泉によるものを



利 用 して も 良 い。 また、 伝 送 媒 体 と して、 I r D A や リモ コ ンの よ うな 赤 外

線 、 B l u e t o o t h (登 録 商 標 ） 、 I E E E 8 0 2 1 1 無 線 、 H D R ( H

i g h Data Rate) 、 N F C (Near F i e l d Commun i cat i on) 、 D L N A 、 携 帯 電

話 網 、 衛 星 回線 、 地 上 波 デ ジ タル 網 等 の 無 線 に よ る も の を利 用 して も 良 い。

[01 14] (補 足 事 項 ）

本 発 明 は上 述 した 各 実 施 形 態 に 限 定 され る も の で は な く、 請 求 項 に示 した

範 囲 で種 々 の 変 更 が 可 能 で あ り、 また、 異 な る実 施 形 態 に そ れ ぞ れ 開 示 され

た技 術 的手 段 を適 宜 組 み 合 わ せ て得 られ る実 施 形 態 に つ い て も本 発 明 の技 術

的範 囲 に含 まれ る。

[01 15 ] ( 本 発 明 の 適 用 対 象 ）

実 施 形 態 で は、 本 発 明 を情 報 端 末 装 置 に適 用 した例 を説 明 した。 本 発 明 は

、 少 な くと も メ ッセ ー ジ投 稿 サ イ 卜の 投 稿 メ ッセ ー ジ を表 示 す る こ とが で き

る も の で あ れ ば、 どの よ うな装 置 に も適 用 す る こ とが で き る。 例 え ば、 携 帯

電 話 機 、 ス マ ー トフ ォ ン、 P D A 、 パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ、 力 一 ナ ビゲ 一

シ ヨン装 置 、 テ レ ビジ ョン受 像 機 等 に も、 本 発 明 を適 用 す る こ とが で き る。

[01 16 ] ( フ リッ ク操 作 に つ い て ）

実 施 形 態 に お い て、 横 方 向 へ の移 動 操 作 お よび 縦 方 向 へ の移 動 操 作 の 一 例

と して、 横 方 向 へ の フ リッ ク操 作 お よび 縦 方 向 へ の フ リッ ク操 作 を用 い た が

、 情 報 端 末 装 置 1 0 0 は、 これ らフ リッ ク操 作 の代 わ りに、 これ らフ リッ ク

操 作 と同 等 の操 作 （ボ タ ン操 作 等 ） が 行 わ れ た 場 合 に も、 これ らフ リッ ク操

作 が 行 わ れ た と き と同様 に動 作 す る よ う に構 成 して も よ い。

[01 17 ] 例 え ば、 上 下 方 向 へ の操 作 （例 え ば、 マ ウ ス、 コ ン トロー ル ホ イ ー ル 、 ま

た は トラ ッ クボ ー ル 等 に よ る上 下 方 向 の移 動 操 作 、 上 下 ボ タ ン （ハ 一 ドゥ エ

ァ 的 な ボ タ ンお よび ソ フ トウ ェ ア 的 な ボ タ ン を含 む ） の押 下 等 ） が 行 わ れ た

場 合 、 縦 方 向 へ の フ リッ ク操 作 が 行 わ れ た と き と同様 に動 作 す る よ う に構 成

して も よ い。

[01 18 ] ま た、 任 意 の表 示 領 域 を選 択 した後 の 左 右 方 向 へ の操 作 （例 え ば、 マ ウ ス

、 コ ン トロー ル ホ イ ー ル 、 また は トラ ッ クボ ー ル 等 に よ る左 右 方 向 の移 動 操



作、左右ボタン （ハー ドウェア的なボタンおよび ソフ トウェア的なボタンを

含む）の押下等）が行われた場合、 その表示領域 に対する横方向へのフ リツ

ク操作が行われた ときと同様 に動作するように構成 してもよい。

[ 0 1 19 ] (投稿 メッセージの表示単位 について）

実施形態では、表示領域 内における投稿 メッセージの表示単位 およびその

表示の切 り替え単位 を 1 件毎 と したが、 2 件以上毎であ ってもよい。

[01 20] 〔まとめ〕

以上のように、本実施形態 に係 る表示装置 （情報端末装置 1 0 0 ) は、 メ

ッセ一ジ投稿サイ 卜の投稿 メッセ一ジを表示画面 に表示可能な表示装置であ

つて、前記投稿 メッセ一ジの時系列毎の複数の表示領域 を、前記表示画面の

第 1 の方向に並べて表示するとともに、 当該複数の表示領域の各 々に対 し、

対応する時系列の前記投稿 メッセ一ジを表示するメッセ一ジ表示手段 （メッ

セージ表示部 3 0 4 ) と、前記複数の表示領域の うちの、任意の一の表示領

域 に対する、前記第 1 の方向 とは異なる方向である第 2 の方向への移動操作

が行われた場合、 当該一の表示領域 に表示する投稿 メッセージを、順次変更

する表示変更手段 （表示変更部 3 0 8 ) とを備 えることを特徴 とする。

[01 2 1 ] 本表示装置 によれば、ユーザは、複数の時系列を、同一の表示画面上で閲

覧することがで きる。特 に、時系列毎 に表示領域が設 け られているので、時

系列が区別 されていることを明確 に認識することが可能 とな ってお り、ュ一

ザは、特定アカウン トの投稿 メッセ一ジを順次閲覧する際には、 その表示領

域か ら視線 を移動 させることな く、 これを実現することがで きる。

[01 22] また、本表示装置 によれば、特定アカウン トの投稿 メッセージの順次閲覧

は、 その表示領域 に対する第 2 の方向への移動操作 という簡単かつ確実な操

作 によ り実現 される。特 に、 当該移動操作は、 その方向である第 2 の方向 （

例 えば、横方向）が、複数の表示領域が並んでいる方向である第 1 の方向 （

例 えば、縦方向） と異なるうえ、他の表示領域の表示内容 に影響 を及ぼさな

いので、直感的なものであるにも関わ らず、 よ り確実である。

[ 0 123] また、本表示装置 によれば、表示領域 に対する第 2 の方向への移動操作は



、他の表示領域 に影響 を及ぼさないか ら、ある表示領域の投稿 メッセ一ジを

表示 させたまま、他の表示領域 に任意の投稿 メッセージを表示 させ、両者 を

比較することもで きる。

[ 0 124] 上記表示装置 において、前記 メッセージ表示手段 は、前記複数の表示領域

の各 々に対 し、対応する時系列の前記投稿 メッセージを 1 件ずつ表示 し、前

記表示変更手段 は、前記複数の表示領域の うちの、任意の一の表示領域 に対

する前記第 2 の方向への移動操作が行われた場合、 当該一の表示領域 に表示

する投稿 メッセージを、 1 件ずつ順次変更することが好 ま しい。

[ 0 125] この構成 によれば、各表示領域 には、 1 件ずつ投稿 メッセージが表示 され

るので、各表示領域のサイズを最小限 とすることがで き、 よ り多 くの表示領

域 を表示画面 に表示することがで きる。特 に、複数のメッセ一ジが第 1 の方

向に並べて一の表示領域 内に表示 されていると、誤 った第 1 の方向の移動操

作 （例 えば、第 1 の方向への移動操作ではメッセージを切 り替えることがで

きないのに、 メッセージを切 り替えるつも りで第 1 の方向の移動操作 を行 つ

て しまう等）を誘発 して しまうが、本表示装置では、一の表示領域 内に 1 件

ずつ投稿 メッセージが表示 されるので、 このような誤 った第 1 の方向の移動

操作 を誘発することもない。

[ 0 126] 上記表示装置 において、前記表示変更手段 は、前記複数の表示領域が前記

表示画面 に表示 されているときに、前記表示画面 に対する前記第 1 の方向へ

の移動操作が行われた場合、 当該複数の表示領域の表示位置 を前記第 1 の方

向へ移動 させることによ り、前記表示画面 に表示する表示領域 を順次変更す

ることが好 ま しい。

[ 0 127] この構成 によれば、特定アカウン トの投稿 メッセージを順次閲覧するため

の操作 と、複数の時系列を順次閲覧するための操作 とが、互いに操作方向が

異なるため、ユーザは、直感的かつ確実 にこれ らの操作 を実行することがで

きる。

[ 0 128] 特 に、上記第 1 の方向の操作が、各表示領域の表示内容 に影響 を及ぼす こ

とがないので、各表示領域 に表示 されている投稿 メッセージを固定させたま



ま、複数の時系列を順次閲覧することがで きる。

[01 29] また、ュ一ザは、各表示領域 に対する上記第 2 の方向への操作 を行い、各

表示領域 に対 して任意の投稿 メッセ一ジを表示 させた状態で、上記第 1 の方

向の操作 を行 うことによ り、複数の時系列の任意の投稿 メッセージ同士を容

易に比較することもで きる。

[01 30] 上記表示装置 において、前記表示変更手段 は、前記複数の表示領域の うち

の、任意の一の表示領域 に対する所定の選択操作が行われた場合、 当該表示

領域 に対応する一の時系列の複数の投稿 メッセ一ジを、前記表示画面の前記

第 1 の方向に並べて表示することが好 ま しい。

[01 3 1 ] この構成 によれば、ユーザは、複数の時系列を同時に閲覧することがで き

るだけでな く、上記所定の選択操作 を行 うことによ り、任意の時系列のよ り

多 くの情報 を容易に閲覧することがで きる。

[01 32] 上記表示装置 において、前記表示変更手段 は、前記一の時系列の複数の投

稿 メッセージが前記表示画面 に表示 されているときに、前記表示画面 に対す

る前記第 1 の方向への移動操作が行われた場合、 当該複数の投稿 メッセ一ジ

の表示位置 を前記第 1 の方向へ移動 させることによ り、前記表示画面 に表示

する投稿 メッセージを順次変更することが好 ま しい。

[01 33] この構成 によれば、複数の投稿 メッセージが並べ られている方向 と、 その

複数の投稿 メッセージが移動する方向 と、 この移動のための移動操作の方向

とが同方向であるため、ユーザは、直感的かつ確実な操作 によ り、容易に、

複数の投稿 メッセージを閲覧することがで きる。

[01 34] また、本実施形態 に係 る情報端末装置は、上記表示装置 を備 えた ことを特

徴 とする。

[01 35] 本情報端末装置 によれば、上記表示装置 と同様の効果 を奏する情報端末装

置 を提供することがで きる。

[01 36] また、本実施形態 に係 る表示方法は、 メッセ一ジ投稿サイ トの投稿 メッセ

—ジを表示画面 に表示する表示方法であ って、前記投稿 メッセージの時系列

毎の複数の表示領域 を、前記表示画面の第 1 の方向に並べて表示するととも



に、当該複数の表示領域の各々に対 し、対応する時系列の前記投稿メッセ一

ジを表示するメッセ一ジ表示工程と、前記複数の表示領域のうちの、任意の

—の表示領域に対する、前記第 1 の方向とは異なる方向である第 2 の方向へ

の移動操作が行われた場合、当該一の表示領域に表示する投稿メッセージを

、順次変更する表示変更工程とを含むことを特徴とする。

[ 0 137] 本表示方法によれば、当該表示方法を表示装置に実行させることにより、

上記表示装置と同様の効果を奏する表示装置を提供することができる。

[ 0 138] また、本実施形態に係るプログラムは、コンピュータを上記表示装置とし

て機能させるためのプログラムであって、上記コンピュータを上記表示装置

が備える上記各手段として機能させる。

[ 0 139] 本プログラムによれば、当該プログラムをコンピュータに実行させること

により、上記表示装置と同様の効果を奏するコンピュータを提供することが

できる。

[ 0 140] また、本実施形態に係る記録媒体は、上記プログラムを記録 しているコン

ピュ一タ読み取り可能な記録媒体である。

[ 0 14 1] 本記録媒体によれば、上記表示装置と同様の効果を奏することができる上

記プログラムを当該記録媒体によりコンピュータに提供することができる。

産業上の利用可能性

[ 0 142] 本発明は、情報端末装置、携帯電話機、スマー トフォン、 P D A 、パ一ソ

ナルコンピュータ等、メッセージ投稿サイ 卜の投稿メッセージを表示するこ

とが可能な各種表示装置に適用することができる。

符号の説明

[0143] 0 0 情報端末装置 （表示装置）

0 処理回路

0 4 記憶装置

1 0 8 ディスプレイ駆動回路

1 0 ディスプレイ

1 2 0 タツチパネル



操作ボタン

無線通信モジュール

メッセ一ジ取得部

メッセ一ジ表示部 （メッセ一ジ表示手段 )

表示変更部 （表示変更手段）



請求の範囲

[ 請求項 1] メッセ一ジ投稿サイ 卜の投稿 メッセ一ジを表示画面 に表示可能な表

示装置であ って、

前記投稿 メッセージの時系列毎の複数の表示領域 を、前記表示画面

の第 1 の方向に並べて表示するとともに、 当該複数の表示領域の各 々

に対 し、対応する時系列の前記投稿 メッセージを表示するメッセージ

表示手段 と、

前記複数の表示領域の うちの、任意の一の表示領域 に対する、前記

第 1 の方向 とは異なる方向である第 2 の方向への移動操作が行われた

場合、 当該一の表示領域 に表示する投稿 メッセージを、順次変更する

表示変更手段 と

を備 えることを特徴 とする表示装置。

[ 請求項 2 ] 前記 メッセージ表示手段 は、

前記複数の表示領域の各 々に対 し、対応する時系列の前記投稿 メッ

セージを 1 件ずつ表示 し、

前記表示変更手段 は、

前記複数の表示領域の うちの、任意の一の表示領域 に対する前記第

の方向への移動操作が行われた場合、 当該一の表示領域 に表示する

投稿 メッセージを、 1 件ずつ順次変更する

ことを特徴 とする請求項 1 に記載の表示装置。

[ 請求項 3 ] 前記表示変更手段 は、

前記複数の表示領域が前記表示画面 に表示 されているときに、前記

表示画面 に対する前記第 1 の方向への移動操作が行われた場合、 当該

複数の表示領域の表示位置 を前記第 1 の方向へ移動 させることによ り

、前記表示画面 に表示する表示領域 を順次変更する

ことを特徴 とする請求項 1 または 2 に記載の表示装置。

[ 請求項 4 ] 前記表示変更手段 は、

前記複数の表示領域の うちの、任意の一の表示領域 に対する所定の



選択操作が行われた場合、 当該表示領域 に対応する一の時系列の複数

の投稿 メッセージを、前記表示画面の前記第 1 の方向に並べて表示す

る

ことを特徴 とする請求項 1 か ら 3 のいずれか一項 に記載の表示装置

前記表示変更手段 は、

前記一の時系列の複数の投稿 メッセージが前記表示画面 に表示 され

ているときに、前記表示画面 に対する前記第 1 の方向への移動操作が

行われた場合、 当該複数の投稿 メッセ一ジの表示位置 を前記第 1 の方

向へ移動 させることによ り、前記表示画面 に表示する投稿 メッセージ

を順次変更する

ことを特徴 とする請求項 4 に記載の表示装置。

請求項 1 か ら 5 のいずれか一項 に記載の表示装置 を備 えた ことを特

徴 とする情報端末装置。

メッセ一ジ投稿サイ 卜の投稿 メッセ一ジを表示画面 に表示する表示

方法であ って、

前記投稿 メッセージの時系列毎の複数の表示領域 を、前記表示画面

の第 1 の方向に並べて表示するとともに、 当該複数の表示領域の各 々

に対 し、対応する時系列の前記投稿 メッセージを表示するメッセージ

表示工程 と、

前記複数の表示領域の うちの、任意の一の表示領域 に対する、前記

第 1 の方向 とは異なる方向である第 2 の方向への移動操作が行われた

場合、 当該一の表示領域 に表示する投稿 メッセージを、順次変更する

表示変更工程 と

を含む ことを特徴 とする表示方法。

コンピュータを請求項 1 か ら 5 のいずれか一項 に記載の表示装置 と

して機能 させるためのプログラムであ って、前記 コンピュータを前記

表示装置が備 える前記各手段 と して機能 させるプログラム。



[ 請求項 9] 請求項 8 に記載のプログラムを記録 しているコンピュータ読み取 り

可能な記録媒体。
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